
間に入る。ワクチンを打ちながら，未接種茸には

検査をして感染源を保護隔離し，封じ込めるとい

うことだ。

水際作戦でも検査をする必要がある。今，関空

や成田で入国者に抗原検査をしているが，国内で

の人々の移動でも簡単に検査が利用できるように

する。アメリカでは，フライトでハワイに行く時

はPCR検査をして陰性を確認してから行くこと

になっている。日本でもすでに，東京都で小笠原

諸島に行くときにはPCR検査をしている。そう

いうモデルもあるから，乗機・乗船前には検査を

受けることにすればよい。到着したらまた検査を

受けるようにして，2回やれば捕捉率が高まる。

観光であれば　このようなゼロコロナスタイルが

新しいツーリズムの形になる。レスボンシブル・

ツーリズム（責任ある観光）という概念が近年注目さ

れているが，これは旅行者も行動に責任をもって

旅行するということだ。旅行会社の中にはすでに，

PCR検査つきのツアーを販売しているところも

ある。コロナを完全制御するまでは，安全・安心

の観光をデフォルトとするとよい。

現在主流であるところの，国内空港でのサーモ

グラフィーだけでは感染者捕捉は現実的には難し

い。発熱はむしろ頻度の少ない症状だからだ。サ

ーモグラフィーだと，ひっかかってもそのまま突

破する人もいるし，空港の担当者はその人を捕ま

える権限はない。皆，自分だけ捕まって検査を受

けるというのは嫌なのだ。一方∴原則全員検査と

いうことであれば　みんな覚悟して積極的に受け

るようになる。政府は，レスボンシブル・ツーリ

ズムを全国展開できる体制を整えてからトラベル

推進をすればよい。

（2020年12月22日収録後加筆修正）

ワクチン接種がはじまった十方で

新たな変異株による感染が拡大：
新型コロナウイルス感染症くその11〉

小器祥司
おざわ　しょうじ

環境ジャーナリスト／科学ライター

中国・武漢市で新型肺炎の集団感染が発覚して

から，昨年暮れで1年が経過した。年明けにそ

の原因が新型コロナウイルス（SARS－CoV2；以下，新

型CoV）であることがわかり，症状は新型コロナウ

イルス感染症（COVID－19）と名づけられた。COV

ID－1；‖まその後急速に世界中へとひろがり，1月

1日時点で　累計感染者数約8200万人，累計死

亡者数180万人と，50年前の「香港かぜ」以来

の強力なパンデミックとなった。とくに北半球の

第2波，第3波は凄まじく，多くの国で春の第1

波のピークをはるかに超え，クリスマス，新年を

前に，ふたたびロックダウン，シャットダウンに

踏み切らざるを得なくなった。こうしたなか，異

例の速さでワクチンが開発され，アメリカやイギ

リスなどの国々で接種が始まった。しかし，ワク

チンが全世界に行き渡るまでにはまだ時間がかか

ると考えられ，またワクチンの効果がどれほど持

続するかも不透明だ。そんななかで　イギリスか

ら変異株による感染急増が伝えられた。期待と不

安，そして混乱が錯綜するなかで　人類は‘‘新型

コロナ紀，，2年を迎えた。

ワクチン接種がはじまった一方で新たな変異株による感染が拡大車上27
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